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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期
第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 2,980,270 3,634,814 8,294,887

経常利益 （千円） 318,685 382,713 1,407,668

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 254,398 276,107 1,049,416

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 153,101 255,016 1,011,014

純資産額 （千円） 14,326,274 15,377,848 15,384,597

総資産額 （千円） 16,977,804 18,323,728 18,788,871

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 18.91 19.54 76.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 18.73 19.47 75.81

自己資本比率 （％） 84.2 83.8 81.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 112,032 △1,228,784 2,697,614

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △330,199 △65,537 △72,298

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,056,187 △269,666 1,249,026

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,707,683 5,213,775 6,803,006

 

回次
第71期
第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.88 12.48

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間の売上高は、医薬品事業、感染管理事業ともに増収となったことから、対前年同期比

22.0％増の3,634百万円となりました。売上総利益につきましては、増収等から、対前年同期比19.5％増の2,455百万

円となりました。

　当第２四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費につきましては、医薬品事業を中心に広告宣伝及び販売促進を

強化したこと等により、対前年同期比23.5％増の1,952百万円となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間につきまして、営業利益は対前年同期比6.0％増の502百万円となり、経

常利益は、為替差損の減少や新工場における未稼働設備関連費用を計上したこと等から、382百万円（対前年同期比

20.1％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、当第２四半期連結累計期間は新工場に関する補助

金収入を計上した一方で、前年同期は新株予約権戻入益を計上したこと等から、276百万円（対前年同期比8.5％増）

となりました。

　セグメント別の業績につきましては以下の通りであります。

 

（医薬品事業）

　医薬品事業につきましては、対前年同期比17.8％増の2,641百万円の売上高となりました。

　国内向けの売上高につきましては、前年同期は高水準にあった流通在庫が当期首においては正常化しており、当社

からの出荷が増加したことに加え、新製品「正露丸クイックＣ」も増収に寄与したこと等から、対前年同期比で増加

となりました。

　海外向けの売上高につきましては、対前年同期比で増加となりました。中国市場向けは、前期が第４四半期連結会

計期間に出荷が集中した一方で、当期は当第２四半期連結会計期間より出荷があったことや、台湾市場向けは出荷時

期の前倒しがあったこと等が主要因となります。

　セグメント損益につきましては、新製品「正露丸クイックＣ」のTVCMを中心とした広告宣伝費及び販売促進費の増

加を、増収等が吸収し、対前年同期比3.6％増の1,007百万円の利益となりました。

 

（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、対前年同期比34.3％増の979百万円の売上高となりました。

　一般用製品の売上高につきましては、既存製品が堅調なことに加え、新製品「クレベリン×ベアブリック ディズ

ニーキャラクターデザイン」の出荷が増収に寄与したこと等から、対前年同期比で増加となりました。

　業務用製品の売上高につきましては、株式会社デンソーと共同開発した「クレベリンカートリッジ（車両用）」が

好調に推移したこと等から、対前年同期比で増加となりました。

　セグメント損益につきましては、増収等により、対前年同期比88.4％増の67百万円の利益となりました。

 

（その他事業）

　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は対前年同

期比76.8％増の14百万円となり、セグメント損益につきましては、７百万円の損失（前年同期は10百万円の損失）と

なりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は18,323百万円（前連結会計年度末比465百万円減）となりまし

た。負債合計は2,945百万円（同458百万円減）、純資産合計は15,377百万円（同６百万円減）となりました。前連結

会計年度末からの主な変動要因は、現金及び預金の減少等による流動資産358百万円の減少、未払法人税等、その他

に含まれる未払消費税等の減少等による流動負債481百万円の減少等であります。

　なお、自己資本比率は前連結会計年度末から2.1ポイント上昇し83.8％となりました。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物（以下、「資

金」という。）が前連結会計年度末より1,589百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末残高は、5,213百万円とな

りました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は1,228百万円（前年同期は112百万円の獲得）となりました。主に売上債権の増加

額943百万円、法人税等の支払額319百万円、たな卸資産の増加額276百万円、未払又は未収消費税等の増減額251百万

円等の資金減少によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は65百万円（前年同期は330百万円の使用）となりました。主に有形固定資産の取

得による支出74百万円等の資金減少によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は269百万円（前年同期は1,056百万円の獲得）となりました。主に配当金の支払額

282百万円等の資金減少によるものであります。

 

（4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、137百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,024,000

計 51,024,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,133,300 14,133,300
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 14,133,300 14,133,300 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日

（注）

8,700 14,133,300 7,550 592,196 7,550 503,425

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

柴田　高 大阪府吹田市 1,064,400 7.53

柴田　仁 大阪府吹田市 995,000 7.04

アース製薬株式会社 東京都千代田区神田司町２丁目12－１ 799,600 5.66

BNY GCM ACCOUNTS M NOM

（常任代理人　株式会社三菱東京

UFJ銀行）

1 ANGEL LANE,LONDON, EC4R 3AB,UNITED

KINGDOM

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１　決済

事業部）

771,079 5.46

CREDIT SUISSE AG HONG KONG TRUST

A/C CLIENT

（常任代理人　株式会社三菱東京

UFJ銀行）

LEVEL 88,INTERNATIONAL COMMERCE CENTRE,1

AUSTIN ROAD WEST, KOWLOON,HONG KONG

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１　決済

事業部）

702,100 4.97

柴田　晃宏 大阪府吹田市 630,000 4.46

J.P.MORGAN SECURITIES PLC

（常任代理人　JPモルガン証券株式

会社）

25 BANK STREET CANARY WHARF LONDON UK

（東京都千代田区丸の内２丁目７番３号　東

京ビルディング）

521,600 3.69

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 517,500 3.66

UBS AG HONG KONG

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ•エイ東京支店）

AESCHENVORSTADT 1 CH-400 2 BASEL

SWITZERLAND

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

408,900 2.89

柴田　穣 大阪府吹田市 397,500 2.81

柴田　哲 大阪府吹田市 397,500 2.81

柴田　航 大阪府吹田市 397,500 2.81

計 － 7,602,679 53.79

（注）平成29年10月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、野村證券株式会社及び

その共同保有者２社が平成29年９月29日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、

当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況に

は含めておりません。

　　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次の通りであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 194,271 1.37

ノムラ　インターナショナ

ル　ピーエルシー（ＮＯＭＵ

ＲＡ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯ

ＮＡＬ　ＰＬＣ）

1 Angel Lane, London EC4R 3AB, United

Kingdom
871,578 6.17

野村アセットマネジメント株

式会社
東京都中央区日本橋一丁目１２番１号 93,000 0.66
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,130,400 141,304 －

単元未満株式 普通株式　　 　2,900 － －

発行済株式総数 14,133,300 － －

総株主の議決権 － 141,304 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,803,006 5,213,775

受取手形及び売掛金 1,820,749 2,742,362

商品及び製品 693,574 912,954

仕掛品 482,406 488,672

原材料及び貯蔵品 209,162 259,476

その他 279,233 320,650

貸倒引当金 △12,500 △20,500

流動資産合計 10,275,632 9,917,391

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,434,547 3,347,029

機械装置及び運搬具（純額） 637,082 608,174

土地 2,108,947 2,108,947

建設仮勘定 1,632,434 1,612,711

その他（純額） 262,670 279,937

有形固定資産合計 8,075,681 7,956,800

無形固定資産 47,491 52,114

投資その他の資産 390,066 397,422

固定資産合計 8,513,239 8,406,337

資産合計 18,788,871 18,323,728

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 302,345 622,648

未払金 735,904 676,175

未払法人税等 361,123 95,605

返品調整引当金 129,000 142,000

賞与引当金 193,618 53,842

役員賞与引当金 56,104 －

その他 458,712 164,831

流動負債合計 2,236,808 1,755,103

固定負債   

長期未払金 562,700 562,700

退職給付に係る負債 581,863 606,519

その他 22,901 21,556

固定負債合計 1,167,465 1,190,776

負債合計 3,404,274 2,945,879

純資産の部   

株主資本   

資本金 581,146 592,196

資本剰余金 787,535 798,585

利益剰余金 13,850,369 13,844,065

自己株式 △21 △21

株主資本合計 15,219,029 15,234,826

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 138,911 117,820

その他の包括利益累計額合計 138,911 117,820

新株予約権 26,656 25,201

純資産合計 15,384,597 15,377,848

負債純資産合計 18,788,871 18,323,728
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 2,980,270 3,634,814

売上原価 946,678 1,166,296

売上総利益 2,033,591 2,468,517

返品調整引当金戻入額 119,000 129,000

返品調整引当金繰入額 97,000 142,000

差引売上総利益 2,055,591 2,455,517

販売費及び一般管理費 ※ 1,581,163 ※ 1,952,693

営業利益 474,428 502,823

営業外収益   

受取利息 1,014 681

受取賃貸料 9,629 9,605

その他 2,354 1,851

営業外収益合計 12,998 12,138

営業外費用   

為替差損 38,720 4,244

賃貸費用 3,226 2,340

未稼働設備関連費用 123,014 124,289

その他 3,779 1,373

営業外費用合計 168,740 132,248

経常利益 318,685 382,713

特別利益   

新株予約権戻入益 32,894 －

補助金収入 － 19,270

特別利益合計 32,894 19,270

特別損失   

固定資産除却損 1,499 －

特別損失合計 1,499 －

税金等調整前四半期純利益 350,081 401,983

法人税、住民税及び事業税 70,151 79,886

法人税等調整額 25,530 45,989

法人税等合計 95,682 125,876

四半期純利益 254,398 276,107

親会社株主に帰属する四半期純利益 254,398 276,107
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 254,398 276,107

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △101,296 △21,090

その他の包括利益合計 △101,296 △21,090

四半期包括利益 153,101 255,016

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 153,101 255,016

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 350,081 401,983

減価償却費 217,569 222,633

固定資産除却損 1,499 －

補助金収入 － △19,270

新株予約権戻入益 △32,894 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,590 24,655

返品調整引当金の増減額（△は減少） △22,000 13,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,233 △139,734

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △56,104

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,000 8,000

受取利息及び受取配当金 △1,017 △683

為替差損益（△は益） 19,642 △159

売上債権の増減額（△は増加） △46,897 △943,993

たな卸資産の増減額（△は増加） △153,349 △276,264

仕入債務の増減額（△は減少） 234,109 334,079

未払金の増減額（△は減少） △415,347 △60,734

未払又は未収消費税等の増減額 335,953 △251,769

その他 △152,953 △165,643

小計 324,752 △910,004

利息及び配当金の受取額 673 676

法人税等の支払額 △213,394 △319,456

営業活動によるキャッシュ・フロー 112,032 △1,228,784

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △203,086 －

有形固定資産の取得による支出 △72,383 △74,688

無形固定資産の取得による支出 △4,729 △10,347

投資有価証券の取得による支出 △50,000 －

補助金の受取額 － 19,270

その他 － 228

投資活動によるキャッシュ・フロー △330,199 △65,537

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △7,409 △8,035

配当金の支払額 △195,364 △282,277

新株予約権の行使による株式の発行による収入 44,786 20,646

自己株式の処分による収入 1,214,173 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,056,187 △269,666

現金及び現金同等物に係る換算差額 △127,151 △25,242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 710,868 △1,589,230

現金及び現金同等物の期首残高 2,996,814 6,803,006

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,707,683 ※ 5,213,775
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年９月30日）

広告宣伝費 192,320千円 400,101千円

賞与引当金繰入額 28,029 30,367

退職給付費用 47,045 32,539

貸倒引当金繰入額 2,000 8,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 3,892,661千円 5,213,775千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △184,978 －

現金及び現金同等物 3,707,683 5,213,775

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 195,430 15 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年７月５日開催の取締役会決議に基づき、平成28年７月21日付でアース製薬株式会社を処

分先とする第三者割当による自己株式の処分を実施致しました。

(1）処分株式数　　　　　　　799,600株

(2）資本剰余金の増加額　　　295,159千円

(3）自己株式の減少額　　　　921,831千円

 

　この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が682,599千円、自己株式が21千円となって

おります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 282,411 20 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,242,961 729,221 8,086 2,980,270 － 2,980,270

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,242,961 729,221 8,086 2,980,270 － 2,980,270

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
972,918 36,054 △10,684 998,288 △523,860 474,428

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,641,258 979,255 14,300 3,634,814 － 3,634,814

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,641,258 979,255 14,300 3,634,814 － 3,634,814

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,007,863 67,944 △7,724 1,068,082 △565,258 502,823

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 18円91銭 19円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
254,398 276,107

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
254,398 276,107

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,453 14,126

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18円73銭 19円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 126 54

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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（重要な後発事象）

　当社は、平成29年９月15日開催の取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条に基づき、当社の取

締役、監査役及び従業員に対して新株予約権証券（以下、「本新株予約権」という。）を発行することを決議し、

平成29年10月３日に割当てを致しました。

 

決議年月日 平成29年９月15日

新株予約権の数（個） 3,495

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
349,500

（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円）
2,257

（注）２

新株予約権の行使期間
自　平成30年７月１日

至　平成34年10月２日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　2,347

資本組入額　1,174

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の決議による承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４

（注）１．本新株予約権１個当たりの目的となる株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式100株

とする。

なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以下

同じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、本新

株予約権のうち、当該時点で行使されていない本新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調

整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てる。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これらの

場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるもの

とする。

２．行使価額の調整

本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、

調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式

の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己株

式の移転の場合を除く。）、次の算式により行使価額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上

げる。

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 新規発行前の１株当たりの時価

    既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式に係る発行済株式総数から当社普通株式に係

る自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式に係る自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株

式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の１株当たりの時価」を「自己株式処分前の１株当たり

の時価」に、それぞれ読み替えるものとする。
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さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合その他こ

れらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調整

を行うことができるものとする。

３．行使の条件

(1）新株予約権者は、平成30年３月期乃至平成32年３月期の監査済みの当社連結損益計算書（連結財務諸表を

作成していない場合は損益計算書）の営業利益に、連結キャッシュ・フロー計算書（連結財務諸表を作成

していない場合はキャッシュ・フロー計算書）に記載される減価償却費を加えたもの（以下、「ＥＢＩＴ

ＤＡ」という。）が次の各号に掲げる条件を満たしている場合に、割当てを受けた本新株予約権のうち当

該各号に掲げる割合を限度として本新株予約権を行使することができる。この場合において、かかる割合

に基づき算出される行使可能な本新株予約権の個数につき１個未満の端数が生ずる場合には、かかる端数

を切り捨てた個数の本新株予約権についてのみ行使することができるものとする。また、国際財務報告基

準の適用等により参照すべき営業利益等の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取

締役会にて定めるものとする。

① 平成30年３月期のＥＢＩＴＤＡが1,956百万円を超過している場合

新株予約権者が割当てを受けた本新株予約権の総数の30％

② 上記①を満たしており、かつ、平成31年３月期のＥＢＩＴＤＡが2,056百万円を超過している場合

新株予約権者が割当てを受けた本新株予約権の総数の60％

③ 上記②を満たしており、かつ、平成32年３月期のＥＢＩＴＤＡが2,356百万円を超過している場合

新株予約権者が割当てを受けた本新株予約権の総数の100％

(2）上記(1)の条件達成にかかわらず、新株予約権者は、当社株価が以下に定められた期間に以下に定められ

た水準を下回った場合は、本新株予約権を行使することができないものとする。

① 本新株予約権の割当日から平成30年10月２日までの間に、いずれかの連続する21取引日において、金

融商品取引所における当社普通株式の普通取引終値の平均値が一度でも行使価額の60％を下回った場

合

② 平成30年10月３日から平成32年10月２日までの間に、いずれかの連続する21取引日において、金融商

品取引所における当社普通株式の普通取引終値の平均値が一度でも行使価額の50％を下回った場合

ただし、上記２．の行使価額の調整がなされた場合には、適切に調整されるものとする。

(3）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過するこ

ととなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

(4）各本新株予約権の一部行使を行うことはできない。

(5）その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当てを受ける者との間で締結す

る「新株予約権割当契約書」の定めるところによる。

４．当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合、当社は、組織再編行為の効力発生日に、

新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。た

だし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する本新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して払い込むべき金額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記２．で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記(3)に従って決定される当該

新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権の行使期間

本新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から本新株予約権の

行使期間の末日までとする。

(6）新株予約権の行使により株券を発行する場合の当該株券の発行価格のうちの資本組入額

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。
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(7）新株予約権の譲渡に関する事項

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとす

る。

(8）新株予約権の行使の条件

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

(9）新株予約権の取得に関する事項

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

(10)その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

大幸薬品株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　理晃　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 余野　憲司　　印

 

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大幸薬品株式会
社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成
29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・
フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大幸薬品株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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